【光学機器製造業】
職種：保　全　　職務：工場インフラ保全

【概要】

　工場全体の建具、排気、排水などの工場インフラ、各生産設備や貯蔵施設に関する状態を診断し、インフラの管理、保全をする仕事。

【仕事の内容】

　工場インフラ保全の仕事は、保全計画の作成に始まり、ボイラーやコンプレッサー等の、機械履歴簿の作成、電気装置の点検、インフラ関連設備の異常時における対応措置、品質管理手法を用いた設備管理など、非常に広範囲にわたる。工場インフラ保全の担当者は、自分の担当するエリアまたはユーティリィの種類や計装範囲などの機能が決められており、原則として、分担されたその範囲内で自らの職務を遂行する。

　いずれの仕事であれ、日常点検、定期点検、パトロール点検によって機械・設備の現状把握が作業のベースとなる。現場で計測・集計したデータを設備履歴に記入するとともに、故障した状況やデータの異常値に関しては統計的に解析することで不具合原因の究明と対策を検討する。仕事の性質上、製造現場や技術者、社外の関係者らとの連携が欠かせない仕事であるため、専門スキルとともに協調性やコミュニケーション力も必要である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされないものの、工業高校や高専などの機械科や電気科などを卒業して電気や機械の工学系の専門知識を身に付けておくことが必要である。

（2） 技能検定（機械保全）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 工場インフラ保全の技能者として必要な資質は、ユーティリティ関連の作業やプロセスに対する興味や環境問題などに関心をもっていること、さらには設備技術や機械保全技法の技能向上への意欲をもっていることなどが挙げられる。

（4） なお、設備の定期修理時などは一時的にかなりの仕事量が発生するため、心身ともにタフであることも求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕
機械保全職種（特級）
機械保全職種（機械系保全作業、電気系保全作業、設備診断作業）（１級・２級）
機械保全職種（機械保全作業、電気系保全作業）（３級）
· 高度熟練技能者認定制度〔中央職業能力開発協会〕
機械保全職種
· 電気工事士（第１種・第２種）〔財団法人電気技術者試験センター〕
· 電気主任技術者（第１種・第２種・第３種）〔財団法人電気技術者試験センター〕

· 高圧ガス製造保安責任者〔高圧ガス保安協会試験センター〕

· エネルギー管理士〔財団法人省エネルギーセンター〕
【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５７２　一般機械器具修理工

　　７４６　電気工事作業者
